
　背景と目的：立ち上がり動作および着座動作を行う
際に体幹は重要な役割を果たす．しかしながら，この 

2 つの動作は姿勢や力学的制御の違いによって決定さ

れる．立ち上がり動作における老化の影響は広く研究

されてきたが，着座動作に関する情報は少ない．本研

究の目的は，体幹と下腿の移動角度に着目し，立ち上

がり動作時および着座動作時における老化の影響を明

らかにすることである．

　対象：地域に居住する高齢者 10 名（平均年齢 

75.9±3.2 歳）と若年者 9 名（平均年齢 26.8±4.7 歳）が

参加した．若年者に身体的，精神的疾患を有する者は

いなかった．高齢者については，�1 　70 歳以上　�2 　3 か

月以内に心疾患や肺感染症等の疾患の既往がない者　

�3 　MMSE 24 点以上　�4 　整形外科疾患，神経系疾患，筋

疾患がない者　�5 　TUG が 20 秒以下　�6 　椅子からの立

ち上がりが自立している，などの条件を満たしていた．

　方法：立ち上がり動作および着座動作時における体
幹と下腿の矢上面での最大移動角度を，オプトエレク

トロニック動作分析器（ELITEsystem）を用い測定し

た．座面を膝の高さに設定した椅子から立ち上がり，

10 秒間立位保持し，再度椅子に座り，座位を 10 秒間

保持するという一連の動作を 5 回繰り返した．マー

カーは肩峰，大転子，膝，外果，第 5 中足骨頭にとり

つけ，垂直を 0°とした．統計処理には二元配置の分散

分析を用いた．

　結果：立ち上がり動作時には，若年者と高齢者の間
で体幹，下腿とも最大移動角度の差はみられなかった．

着座動作時には，下腿の最大移動角度では群間の差は

みられなかったが，体幹に関しては，若年者に比べ老

年者の最大移動角度が平均で約 10°少なかった．

　結論：今回の結果から，高齢者では着座動作時にお
ける体幹の前方移動は少なくなる傾向にあり，これは

前方への不安定性からくる危険を回避するためと考え

られる．この特徴は，着座動作を観察する上で姿勢制

御の老化の早期指標として有用であると考える． 

　目的：台湾における脊髄損傷者の雇用率と復職を阻
む因子について調査することと，将来的な雇用を促進

するリハビリテーションプログラムを改善させるため

の方法を探索することである．

　対象：1989 年から 2002 年にかけて大学病院にてリ

ハビリテーションを施行された脊髄損傷者の 169 人

である．2003 年の調査当時の年齢は 18～60 歳で，受

傷後，少なくとも 1 年以上が経過していた．

　方法：研究デザインは横断的調査とし，アンケート
を行った．調査項目は，人口統計と受傷に関連した情

報（現在と受傷時の年齢，性別，学歴，婚姻状況，受

傷原因，受傷から調査までの期間，機能障害の種類），

機能的自立度（BI），屋外での移動能力），受傷前後の

仕事に関する情報（職業，労働形態，受傷後の職業訓

練の有無，受傷から最初の雇用までの期間）であった．

　結果：調査時，対象者の 80 名（47％）が収入のある

雇用を得ていた．受傷から最初の雇用までの平均期間

は 5.5 年であったが，15 名の対象者は受傷後 10 年以

上で復職しており，うち 8 名は障害者保護法制定の 

1997 年以降に雇用されていた．また，Cox 回帰分析は，

教育と BI が雇用と関連していることを示した．高校

教育を受けた者は受けてない者よりも 2.2 倍高い復職

の機会を得ており，高得点の BI と公共・個人的な交

通手段を自由に使う能力を有していた者は自由に外出

ができない者よりも 2.7 倍高い復職の機会を得てい

た．さらに，他の要因（婚姻，受傷時の年齢，受傷前の

職業，受傷後の職業訓練）も雇用に優位に関連していた．

　考察：復職を予測する最も重要な因子は BI であっ

た．教育，職業訓練，セルフケア能力，屋外移動，環

境の改善に焦点をあてたリハビリテーションは，脊髄

損傷後の復職能力を向上させることができるだろう．

さらにこの研究では，リハビリテーションが地域の支

援を必要とする長期間の過程であることを示してお

り，障害者保護法は台湾における脊髄損傷者の雇用率

を上昇させる一歩となったようだ．
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